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特産花きシャクヤクの出荷に向けて 

－安定出荷に向けた現地検討会を開催－ 

４月２３日、宮若市の現地圃場及び集荷場にて、JA 直鞍シャクヤク部会、普及指導セン

ター、JA 担当者、福岡花市場担当者等、２０名が参集し、現地検討会を行いました。 

現地検討会では、収穫を控えた圃場で生育状況を調査すると共に、今後の技術対策や出

荷作業の留意点などを確認しました。 

本年は１～２月の最低気温が直近三か年の中で最も低く、少雨で経過した事から、病害

の発生は少ないものの、生育が例年よりも遅れている傾向がみられています。このため、

初出荷は昨年よりも３日遅くなるものの、昨年よりも１～２万本多い５～６万本の出荷が

見込まれています。 

普及指導センターからは、これまでの気象データに基づいた生育管理や病害虫対策、昨

年に開発したＡＩ技術を活用した適期収穫の情報提供を行いました。 

今後も、普及指導センターは、適期収穫による品質向上や有機質資材施用による株養成

などを推進し、産地維持を支援していきます。 

 

 

 

 

第 １ 号 

問合せ先 

  ＴＥＬ  ０９４８（２３）４１５４ 

  ＦＡＸ  ０９４８（２９）４８６６ 

    e-mail iizuka-dlc@pref.fukuoka.lg.jp 

  園芸畜産課 花き係 

現地検討会の様子 AI を使った適期収穫の目安(品種：白妙) 

品種 収穫適期

１、ガクが蕾から離れている

2、ガクの縁が茶色く中心が白い白妙


